【５　教育及び保育の内容（幼稚園型・保育所型・地方裁量型共通）】　※「審査の内容等」を、自園のものに修正すること。
	認定の基準
	審査の内容等
	適否

	第６条　認定こども園において教育及び保育を行うに当たっては、法第10条第１項の教育及び保育の内容に関する事項を踏まえるとともに、幼稚園教育要領及び保育所保育指針（児童福祉施設の設備及び運営に関する基準（昭和23年厚生省令第63号）第35条に規定する厚生労働大臣が定める指針をいう。次項において同じ。）に基づかなければならない。
	（幼保連携型認定こども園教育・保育要領を踏まえるとともに、幼稚園教育要領及び保育所保育指針に基づいた教育・保育の内容となっているか）

・０～２歳児：年間計画のとおり

・満３歳以上児：年間指導計画のとおり
●満３歳以上児

・「健康」、「人間関係」、「環境」、「言葉」、「表現」の５領域に係るねら

いと内容（５領域は、幼稚園教育要領と保育所保育指針の双方に設けら

れているものである。）と合致している。

・保育所保育指針の「基礎的事項（生命の保持及び情緒の安定）」に係

るねらいと内容と合致している。

●０～２歳児

・保育所保育指針で定めるねらいと内容と合致している。
	

	２　認定こども園は、満３歳以上の子どもに対する学校教育法第23条各号に掲げる目標の達成に向けた教育の提供及び家庭において養育されることが困難な子どもに対する保育の提供という二つの機能を一体的に発揮することを基本として、幼稚園教育要領及び保育所保育指針を勘案して知事が定める目標が達成されるよう教育及び保育を提供しなければならない。
	（満３歳以上の子どもに対する学校教育法第23条各号に掲げる目標の達成に向けた教育の提供及び家庭において養育されることが困難な子どもに対する保育の提供という二つの機能）

●教育目標「学校教育法第23条各号に掲げる目標の達成に向けた教育の提供」され、両親の共働き等の事情により幼稚園教育時間終了後に保育を必要とする子どもへの「早朝保育」、「延長保育」、「一時保育」及び「保育園による保育」がなされる内容である。
	

	（知事が定める目標）

①　十分に養護の行き届いた環境の下に、くつろいだ雰囲気の中で子どもの様々な欲求を適切に満たし、生命の保持及び情緒の安定を図るようにすること。
	（生命の保持及び情緒の安定のために実施すること）

・０～２歳児：年間計画のとおり

・満３歳以上児：年間指導計画のとおり
●別添「デイリープログラム」に記載内容により、満３歳未満児及び保育に欠ける子については午睡など重点的に実施。
	

	②　健康、安全で幸福な生活のための基本的な生活習慣や態度を育て、健全な心身の基礎を培うようにすること。
	（健全な心身の基礎の培養のために実施すること）

・０～２歳児：年間計画のとおり

・満３歳以上児：年間指導計画のとおり
●別添「デイリープログラム」に記載内容により、　　　など重点的に実施。
	

	③　人とのかかわりの中で、人に対する愛情と信頼感、そして人権を大切にする心を育てるとともに、自立と協同の態度及び道徳性の芽生えを培うようにすること。
	（他人への愛情、信頼感、人権を大切にする心の育成のために実施すること）

・０～２歳児：年間計画のとおり

・満３歳以上児：年間指導計画のとおり

（自立と協同の態度と道徳性の芽生えの培養のために実施すること）
・０～２歳児：年間計画のとおり

・満３歳以上児：年間指導計画のとおり
	

	④　自然などの身近な事象への興味や関心を育て、それらに対する豊かな心情や思考力の芽生えを培うようにすること。
	（自然など身近な事象に対する心情と思考力の芽生えの培養のために実施すること）

・０～２歳児：年間計画のとおり

・満３歳以上児：年間指導計画のとおり
	

	⑤　日常生活の中で、言葉への興味や関心を育て、喜んで話したり、聞いたりする態度や豊かな言葉の感覚を養うようにすること。
	（喜んで話したり、聞いたりする態度や豊かな言葉の感覚の培養のために実施すること）

・０～２歳児：年間計画のとおり

・満３歳以上児：年間指導計画のとおり
	

	⑥　多様な体験を通して豊かな感性を育て、創造性を豊かにするようにすること。
	（豊かな創造性の育成のために実施すること）

・０～２歳児：年間計画のとおり

・満３歳以上児：年間指導計画のとおり
	

	３　認定こども園において教育及び保育を行うに当たっては、認定こども園における固有の事情を踏まえて知事が定める事項に特に配慮しなければならない。
	
	

	（知事が定めるもの）

①　当該認定こども園の利用を始めた年齢により集団生活の経験年数が異なる子どもがいることに配慮する等、０歳から小学校就学前までの一貫した教育及び保育を子どもの発達の連続性を考慮して展開していくこと。
	（０歳から就学前までの一貫した教育及び保育を子どもの発達の連続性について考慮しているか）

・０～２歳児：年間計画のとおり

・満３歳以上児：年間指導計画のとおり

●教育・保育の内容は、子どもの発達に応じた指導内容となっている。

●１・２歳児の教育・保育内容は養護が中心となっているが、満３歳以上児は「養護」を基礎として「健康」「人間関係」「環境」「言葉」「表現」の５領域（教育）について展開。

●認定こども園として、教育だけではなく、子どもの最善の利益を考慮した内容となっている。
	

	②　子どもの一日の生活の連続性及びリズムの多様性に配慮するとともに、保護者の生活形態を反映した子どもの利用時間及び登園日数の違いを踏まえ、一人一人の子どもの状況に応じ、教育及び保育の内容やその展開について工夫をすること。
	（一人一人の子どもの状況に応じ、教育及び保育の内容について工夫しているか）
・０～２歳児：年間計画のとおり

・満３歳以上児：年間指導計画のとおり
	

	③　満３歳以上の子どもについては、幼稚園と同様に１日に４時間程度利用する子ども（以下「教育時間相当利用児」という。）及び保育所と同様に１日に８時間程度利用する子ども（以下「教育及び保育時間相当利用児」という。）に共通の４時間程度の利用時間（以下「共通利用時間」という。）において、幼児期の特性を踏まえ、環境を通して行う教育活動の充実を図ること。
	（満３歳以上の子どもの共通利用時間で環境を通して行う教育活動の充実を図っているか）

●年間指導計画のとおり。
	

	④　保護者及び地域の子育てを自ら実践する力を高める観点に立って子育て支援事業を実施すること。
	（子育て支援事業を実施しているか）
●教育・保育相談、子育て支援センター・預かり保育を実施
	

	４　認定こども園は、前項に規定する事項を踏まえつつ、認定こども園として目指すべき目標及び理念並びに運営の方針を明確にするとともに、教育及び保育を一体的に提供するため、知事が定める事項に留意して、幼稚園における教育課程及び保育所における保育計画の双方の性格を併せ有する教育及び保育に関する全体的な計画を作成し、かつ、年、学期、月、週及び日ごとの指導計画を作成して、適切に教育及び保育を提供しなければならない。
	（園としての目標、理念、運営の方針が明確にされているか）
●「教育及び保育の目標並びに主な内容」（様式第１号）のとおり。
（幼稚園における教育課程及び保育所における保育計画の双方の性格を併せ有する全体的な計画を作成しているか）
・０～２歳児：年間計画のとおり

・満３歳以上児：年間指導計画のとおり
（年、学期、月、週及び日ごとの指導計画を作成している）
・０～２歳児：年間計画のとおり

・満３歳以上児：年間指導計画のとおり
	

	（知事が定める事項）

①　教育時間相当利用児と教育及び保育時間相当利用児がいるため、指導計画の作成に当たり、子どもの一日の生活時間に配慮し、活動と休息、緊張感と解放感等の調和を図ること。
	（指導計画は子どもの一日の生活時間に配慮し、活動と休息、緊張感と解放感等の調和が図られたものか）
・０～２歳児：年間計画のとおり

・満３歳以上児：年間指導計画のとおり

●１日の活動時間は一斉活動時間と好きな遊びを楽しむ時間で構成。

●活動の合間に、昼食及び休憩、長時間利用児は適度の午睡を行う。
	

	②　共通利用時間における教育及び保育の「ねらい及び内容」については、幼稚園教育要領及び保育所保育指針に基づき実施し、指導計画に定めた具体的なねらいを達成すること。
	（満３歳以上の子どもの共通利用時間については、幼稚園教育要領及び保育所保育指針に基づき実施しているか）
・０～２歳児：年間計画のとおり

・満３歳以上児：年間指導計画のとおり
●指導計画は、幼稚園教育要領及び保育所保育指針に定める領域のねらい及び内容を満たすものである。
（指導計画に定めた具体的ねらいを達成しているか）－

※年１回の実施状況報告において確認する項目
	

	③　家庭や地域において異年齢の子どもとかかわる機会が減少していることを踏まえ、満３歳以上の子どもについては、学級による集団活動とともに、満３歳未満の子どもを含む異年齢の子どもによる活動を、発達の状況にも配慮しつつ適切に組み合わせて設定するなどの工夫をすること。
	（満３歳以上の子どもについて、同一学年の子どもで編成される学級による集団活動を実施するか）
●同一学年の子どもによる学級を編成する。
（異年齢の子どもによる活動の実施状況）
●建物が共通しており、普段から交流がある。行事は合同開催することにより交流が図られるようにする。
	

	④　受験等を目的とした単なる知識や特別な技能の早期獲得のみを目指すような、いわゆる早期教育となることのないように配慮すること。
	（いわゆる早期教育となるような内容はないか）
●指導計画等においてそのような教育内容はない。
	

	５　認定こども園は、園舎、保育室、屋外遊戯場、遊具、教材その他の教育及び保育の環境に関し知事が定める事項に留意しなければならない。
	
	

	（知事が定める事項）

①　０歳から小学校就学前までの様々な年齢の子どもの発達の特性を踏まえ、満３歳未満の子どもについては特に健康、安全や発達の確保を十分に図るとともに、満３歳以上の子どもについては同一学年の子どもで編制される学級による集団活動の中で遊びを中心とする子どもの主体的な活動を通して発達を促す経験が得られるよう工夫をすること。
	（満３歳未満の子どもについて、健康、安全や発達の確保を行っているか）
・０～２歳児：年間計画のとおり

・満３歳以上児：年間指導計画のとおり

・デイリープグラムにより日々具体的に実施している。

・内科検診・歯科検診等管理・運営体制についても配慮している
（満３歳以上の子どもについて、集団による活動の充実、異年齢の子どもによる交流等が図られるよう工夫しているか）
●合同保育（幼稚園の預かり保育と３最未満児の保育を合同で実施）

●異年齢交流もできる行事を実施
	

	②　利用時間が異なる多様な子どもがいることを踏まえ、家庭や地域、認定こども園における生活の連続性を確保するため、子どもの生活が安定するよう一日の生活のリズムを整えるよう工夫をすること。特に満３歳未満の子どもについては睡眠時間等の個人差に配慮するとともに、満３歳以上の子どもについては集中して遊ぶ場と家庭的な雰囲気の中でくつろぐ場との適切な調和等の工夫をすること。
	（利用時間が異なる多様な子どもがいることを踏まえ、子どもの生活が安定するよう一日の生活のリズムを整えるよう工夫しているか）

●１歳児及び２歳児

・別添「デイリープログラム」に記載内容による。満３歳未満児及び保育に欠ける子については重点的に個別に対応している。満３歳以上児についても、午睡の時間等個別対応している。

●満３歳以上児

・預かり保育用の部屋はないが、預かり時間については午睡したい子どもについては、部屋を移動して対応する。
	

	③　共通利用時間については、子ども一人一人の行動の理解と予測に基づき計画的に環境を構成すること。
	（満３歳以上の子どもの共通利用時間について、子ども一人一人の行動の理解と予測に基づき計画的に環境を構成しているか）
・０～２歳児：年間計画のとおり

・満３歳以上児：年間指導計画のとおり

・デイリープログラムにより日々具体的に実施している。

	

	④　子どもの教育及び保育に従事する者が子どもにとって重要な環境となっていることを念頭に置き、子どもとその教育及び保育に従事する者の信頼関係を十分に築き、子どもとともによりよい教育及び保育の環境を創造すること。
	（教育・保育の従事者と子どもが信頼関係を築き、よりよい教育・保育環境を創造しているか）

・０～２歳児：年間計画のとおり

・満３歳以上児：年間指導計画のとおり

・デイリープログラムにより日々具体的に実施している。
	

	６　認定こども園は、日々の教育及び保育に関し知事が定める事項に留意しなければならない。
	
	

	（知事が定める事項）

①　０歳から小学校就学前までの子どもの発達の連続性を十分理解した上で、生活や遊びを通して総合的な指導を行うこと。
	（子どもの発達の連続性を理解し総合的な指導を行っているか）
・０～２歳児：年間計画のとおり

・満３歳以上児：年間指導計画のとおり

・デイリープログラムにより日々具体的に実施している。
	

	②　子どもの発達の個人差、施設の利用を始めた年齢の違いなどによる集団生活の経験年数の差、家庭環境等を踏まえ、一人一人の子どもの発達の特性や課題に十分留意すること。特に満３歳未満の子どもについては、大人への依存度が極めて高い等の特性があることから、個別的な対応を図ること。また、子どもの集団生活への円滑な接続について、家庭との連携及び協力を図る等十分留意すること。
	（一人一人の子どもの発達の特性や課題に留意しているか）
・０～２歳児：年間計画のとおり

・満３歳以上児：年間指導計画のとおり

・デイリープログラムにより日々具体的に実施している。

（満３歳に満たない子どもについて、個別の対応を図っているか）
・０～２歳児：年間計画のとおり

・満３歳以上児：年間指導計画のとおり

（子どもの集団生活への円滑な接続について留意しているか）
・０～２歳児：年間計画のとおり

・満３歳以上児：年間指導計画のとおり
	

	③　一日の生活のリズムや利用時間が異なる子どもが共に過ごすことを踏まえ、子どもに不安や動揺を与えないようにする等の配慮を行うこと。
	（子どもに不安や動揺を与えないようにする等の配慮を行っているか）

・０～２歳児：年間計画のとおり

・満３歳以上児：年間指導計画のとおり
	

	④　共通利用時間においては、同年代の子どもとの集団生活の中で遊びを中心とする子どもの主体的な活動を通して発達を促す経験が得られるように、環境の構成、子どもの教育及び保育に従事する者の指導等の工夫をすること。
	（満３歳以上の子どもの共通利用時間について、環境の構成、子どもの教育及び保育に従事する者の指導等を工夫しているか）
・０～２歳児：年間計画のとおり

・満３歳以上児：年間指導計画のとおり
	

	⑤　乳幼児期の食事は、子どもの健やかな発育及び発達に欠かせない重要なものであることから、望ましい食習慣の定着を促すとともに、子ども一人一人の状態に応じた摂取法や摂取量のほか、食物アレルギー等への適切な対応に配慮すること。また、楽しく食べる経験や食に関する様々な体験活動等を通じて、食事をすることへの興味や関心を高め、健全な食生活を実践する力の基礎を培う食育の取組を行うこと。さらに、利用時間の相違により食事を摂る子どもと摂らない子どもがいることにも配慮すること。
	（子どもの食事の提供について配慮すること）
●楽しく食事をする

●自分でやってみたいという気持ちを育てる

●基本的な食事のマナーを身につける

●献立は、市の栄養士が栄養バランスなどを考慮し作成する。

（食育の取り組み内容）
●別添「食育計画」のとおり
	

	⑥　午睡は生活のリズムを構成する重要な要素であり、安心して眠ることのできる環境を確保するとともに、利用時間が異なることや、睡眠時間は子どもの発達の状況や個人によって差があることから、一律とならないよう配慮すること。
	（午睡について安心して眠ることのできる環境を確保しているか）

●午睡の場所は、保育室を使用するが、目覚めの状況により、一時保育室等を活用。
（睡眠時間の個人差に配慮しているか）

●睡眠時間の違いがあるため、満3歳未満児と満3歳以上児の午睡の場所を分ける。（聞き取りによる確認）
	

	⑦　健康状態、発達の状況、家庭環境等から特別に配慮を要する子どもについて、一人一人の状況を的確に把握し、専門機関との連携を含め、適切な環境の下で健やかな発達が図られるよう留意すること。
	（特別に配慮を要する子どもについて、一人一人の状況を的確に把握し、健やかな発達が図られるようしているか）

・０～２歳児：年間計画のとおり

・満３歳以上児：年間指導計画のとおり
	

	⑧　家庭との連携においては、子どもの心身の健全な発達を図るために、日々の子どもの状況を的確に把握するとともに、家庭と認定こども園とで日常の子どもの様子を適切に伝え合い、十分な説明に努める等、日常的な連携を図ること。その際、職員間の連絡・協力体制を築き、家庭からの信頼を得られるようにすること。

　　また、教育及び保育活動に対する保護者の積極的な参加は、保護者の子育てを自ら実践する力の向上に寄与するだけでなく、地域社会における家庭や住民の子育てを自ら実践する力の向上及び子育ての経験の継承につながることから、これを促すこと。その際、保護者の生活形態が異なることを踏まえ、全ての保護者の相互理解が深まるように配慮すること。
	（子どもの状況を的確に把握しているか）
（家庭との日常的な連携を図っているか）
●連絡ノートにより保護者と毎日情報共有を図っている。

●朝の迎えの時間・帰りの時間に特別変った事項がないか、確認し合っている。

（職員間の連絡・協力体制を構築しているか）
●幼稚園・保育園ともに職員会議を実施し、保育内容・ケースの検討することで、情報共有を取り合っている。

（教育及び保育活動への保護者の積極的な参加を促しているか）
●保育参観、個別面談、家庭訪問を実施。

●遠足や運動会などの園行事において、ただ参観するだけでなく、実際に準備や競技に参加。
	

	７　認定こども園は、知事が定める事項に留意して、小学校における教育との連携を図らなければならない。
	（小学校との連携を行っているか）
・０～２歳児：年間計画のとおり

・満３歳以上児：年間指導計画のとおり
	

	（知事が定める事項）

①　子どもの発達や学びの連続性を確保する観点から、小学校教育への円滑な接続に向けた教育及び保育の内容の工夫を図り、連携を通じた質の向上を図ること。
	（小学校教育への円滑な接続に向けた教育及び保育の内容の工夫を図っているか）

・０～２歳児：年間計画のとおり

・満３歳以上児：年間指導計画のとおり
	

	②　地域の小学校等との交流活動や合同の研修の実施等を通じ、認定こども園の子どもと小学校等の児童及び認定こども園と小学校等の職員同士の交流を積極的に進めること。
	（地域の小学校等との交流（園児と児童、職員同士）を促進しているか）

●市内近郊小学校入学式・運動会等に職員が出席・訪問

●園児が進学する小学校との連絡会に参加し、進学予定児の育ちについて申し送り（３月）
	

	③　全ての子どもについて指導要録の抄本又は写し等の子どもの育ちを支えるための資料の送付により連携する等、教育委員会、小学校等との積極的な情報の共有と相互理解を深めること。
	（指導要録の抄本・写し等の資料送付）

●授業参観・懇談会等の実施

●園児による小学校への学校探検の実施

●各小学校へ個々の園児の指導要録送付
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